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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 76,580 12.5 975 ― 2,125 140.5 1,975 447.0
21年3月期第2四半期 68,044 ― △196 ― 883 ― 361 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 102.27 101.16
21年3月期第2四半期 18.21 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 48,080 15,121 31.4 787.20
21年3月期 47,450 13,563 28.6 690.05

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  15,096百万円 21年3月期  13,551百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 6.00 ― 9.00 15.00
22年3月期 ― 7.00
22年3月期 

（予想） ― 7.00 14.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 156,000 12.3 2,800 77.4 5,150 38.5 3,850 46.7 199.27



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確実な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の
変化等により上記予想数値と異なる場合があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 20,462,408株 21年3月期  20,462,408株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  1,285,272株 21年3月期  824,350株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 19,320,500株 21年3月期第2四半期 19,834,384株



 当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界同時の景気後退の影響を受けて生産と輸出が急速に落ち込

む中、個人消費も冷え込みが鮮明になるという厳しい状況になりました。 

 こうした中、当社グループはみなとみらいジャックモール店をはじめショッピングセンター内４店の新店オープン

を実施いたしました。 

 また、第１四半期連結会計期間に引き続き、薄型テレビを中心としたデジタルＡＶ機器、白物家電の販売が好調に

推移し、５月からのエコポイント実施以降は、前年を大幅に上回る販売状況が続きました。その結果、当第２四半期

連結会計期間の売上高は大幅な増収となりました。 

 収益の状況につきましては、上記増収による収益の確保に加え、第１四半期連結会計期間に引き続き携帯電話事業

も順調に推移したため、増益を確保いたしました。なお、引き続き店舗人件費は増加傾向ではありますが、国内雇用

状況が悪化している中、当社グループはこれを優秀な人材獲得チャンスととらえ、将来への投資と考え継続して人材

確保を進めてまいります。 

 以上の結果、当第２四半期連結会計期間での売上高は、425億91百万円、営業利益は、11億６百万円、経常利益

は、16億94百万円、四半期純利益は、13億81百万円と増収増益となりました。 

 なお、平成22年３月期第１四半期に係る連結経営成績に関する定性的情報については、平成22年３月期第１四半期

決算短信（平成21年８月11日開示）をご参照ください。  

  

 ①資産、負債及び純資産の状況   

  当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、６億30百万円増加し、480億80百万円

となりました。 

  主な要因は、売掛金の減少19億47百万円、現金及び預金の減少２億38百万円等の減少要因があったものの、商品

及び製品の増加19億24百万円、営業未収入金の増加２億16百万円、有形固定資産の増加５億87百万円等の増加要因

があったためであります。 

  負債額は、前連結会計年度末に比べ、９億27百万円減少し、329億59百万円となりました。 

  主な要因は、社債の発行による増加10億円、未払金の増加３億79百万円等の増加要因があったものの、訴訟損失

引当金の減少６億55百万円、買掛金の減少２億32百万円、長期借入金の減少７億円、負ののれんの償却による減少

６億３百万円等の減少要因があったためであります。 

  純資産は、前連結会計年度末に比べ、15億57百万円増加し、151億21百万円となりました。 

  主な要因は、自己株式の取得２億61百万円等があったものの、四半期純利益を19億75百万円計上したことによる

ものであります。 

 ②キャッシュ・フローの状況 

  当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、税金等調整前四半期純利

益23億４百万円を計上し、売上債権の減少額18億80百万円、社債の発行による収入10億円及び減価償却費５億46百

万円の計上等があったものの、たな卸資産の増加額19億26百万円、長期借入金の返済による支出12億６百万円、有

形固定資産の取得による支出11億５百万円、訴訟損失引当金の減少額６億55百万円、負ののれん償却額６億３百万

円、敷金及び保証金の差入による支出３億３百万円等の要因により、前連結会計年度末に比べ２億38百万円減少

し、47億75百万円となりました。 

  当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は次のとおりであります。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動の結果獲得した資金は15億２百万円（前年同四半期連結累計期間６億19百万円）となりました。 

  これは主に、たな卸資産の増加額19億26百万円、訴訟損失引当金の減少額６億55百万円、負ののれん償却額６億

３百万円の計上等があったものの、税金等調整前四半期純利益23億４百万円を計上し、売上債権の減少額18億80百

万円、減価償却費５億46百万円の計上等の要因が発生したことによるものであります。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  投資活動の結果使用した資金は13億56百万円（前年同四半期連結累計期間２億21百万円）となりました。 

  これは主に、敷金及び保証金の償還による収入90百万円、投資有価証券の売却による収入42百万円等の増加要因

があったものの、有形固定資産の取得による支出11億５百万円、敷金及び保証金の差入による支出３億３百万円等

の支出要因が発生したことによるものであります。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  財務活動の結果使用した資金は３億75百万円（前年同四半期連結累計期間96百万円）となりました。 

  これは主に、社債の発行による収入10億円、長期借入れによる収入3億円等があったものの、長期借入金の返済に

よる支出12億6百万円、自己株式の取得による支出2億61百万円、配当金の支払額1億75百万円等の支出要因が発生し

たことによるものであります。    

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報



  

 平成21年９月15日付当社「業績予想の修正に関するお知らせ」にて発表いたしました通期（連結・個別）業績予

想を下記のとおり修正いたしました。  

 通期の連結・個別業績に関しましては、未だ本格的な消費回復には至っておらず、今後の経済情勢は依然不透明

でありますが、売上高につきましては上期新規出店した店舗が計画以上の販売を維持していること及び、エコポイ

ントの効果も引き続き見込めるため、前回予想を60億円上回る予定であります。 

 また、利益につきましては上記理由に加え、人件費以外の販売費及び一般管理費削減努力が効果を上げてきたこ

とにより、前回修正値より営業利益につきましては５億50百万円、経常利益につきましては５億50百万円、当期純

利益につきましては３億円上回る予定であります。  

  

  

 （ご参考）平成22年３月期 個別業績予想の修正 

  

  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。  

  

  

 ポイント引当金  

 当社及び連結子会社は前連結会計年度末より、ポイント引当金について、その発行金額を債務として認識し費

用計上する方法から、過去の使用実績に基づき将来使用されると見込まれる金額をポイント引当金として計上す

る方法に変更したため、前第２四半期連結累計期間と当第２四半期連結累計期間で計上方法が異なっておりま

す。 

 この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益は90,150千円多く計上されております。 

３．連結業績予想に関する定性的情報

  売上高 営業利益  経常利益 当期純利益  

 前回予想（Ａ） 
百万円

150,000

 百万円

2,250

 百万円

4,600

 百万円 

3,550 

 今回修正（Ｂ） 156,000 2,800 5,150 3,850 

 増減額（Ｂ－Ａ） 6,000 550 550 300 

 増減率 4.0％ 24.4％ 12.0％ 8.5％ 

 前期実績 138,880 1,578 3,717 2,624 

売上高 営業利益  経常利益 当期純利益  

 前回予想（Ａ） 
百万円

102,000

 百万円

220

 百万円

3,100

 百万円 

3,100 

 今回修正（Ｂ） 108,000 550 3,550 3,400 

 増減額（Ｂ－Ａ） 6,000 330 450 300 

 増減率 5.9％ 150.0％ 14.5％ 9.7％ 

 前期実績 89,096 △322 1,741 1,455 

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,849,354 5,088,290

受取手形及び売掛金 7,265,189 9,212,586

有価証券 200,000 230,000

商品及び製品 15,158,744 13,233,817

原材料及び貯蔵品 6,560 6,038

繰延税金資産 214,423 95,428

営業未収入金 2,648,459 2,432,206

その他 636,683 665,666

貸倒引当金 △13,829 △13,233

流動資産合計 30,965,587 30,950,800

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,561,583 4,347,339

工具、器具及び備品（純額） 1,290,740 949,350

土地 3,614,897 3,587,897

その他（純額） 54,539 49,365

有形固定資産合計 9,521,761 8,933,954

無形固定資産   

ソフトウエア 292,985 285,650

のれん 112,622 128,882

その他 13,567 12,178

無形固定資産合計 419,176 426,711

投資その他の資産   

投資有価証券 795,766 755,297

繰延税金資産 241,575 278,543

敷金及び保証金 5,756,065 5,695,163

その他 454,875 484,626

貸倒引当金 △74,100 △74,920

投資その他の資産合計 7,174,183 7,138,709

固定資産合計 17,115,121 16,499,375

資産合計 48,080,708 47,450,175



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,313,595 12,545,719

短期借入金 160,668 192,670

1年内返済予定の長期借入金 2,144,302 2,350,700

1年内償還予定の社債 10,000 20,000

未払金 1,836,445 1,457,073

未払法人税等 451,035 508,863

ポイント引当金 1,551,595 1,376,764

訴訟損失引当金 － 655,416

その他 1,173,228 1,405,066

流動負債合計 19,640,870 20,512,274

固定負債   

社債 1,000,000 －

長期借入金 6,322,870 7,023,372

販売商品保証引当金 1,201,668 999,338

役員退職慰労引当金 134,769 139,795

退職給付引当金 1,059,755 1,001,821

負ののれん 2,848,447 3,451,892

その他 750,785 758,019

固定負債合計 13,318,297 13,374,239

負債合計 32,959,167 33,886,513

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,323,175 4,323,175

資本剰余金 4,241,373 4,241,373

利益剰余金 7,036,674 5,246,728

自己株式 △534,723 △273,166

株主資本合計 15,066,500 13,538,109

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 29,692 13,088

評価・換算差額等合計 29,692 13,088

新株予約権 14,560 4,293

少数株主持分 10,786 8,171

純資産合計 15,121,540 13,563,662

負債純資産合計 48,080,708 47,450,175



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 68,044,855 76,580,770

売上原価 55,805,866 62,056,339

売上総利益 12,238,988 14,524,430

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 2,025,129 2,898,203

貸倒引当金繰入額 6,571 4,252

給料手当及び賞与 3,972,208 4,075,507

賞与引当金繰入額 15,975 －

役員退職慰労引当金繰入額 1,954 3,375

退職給付引当金繰入額 67,587 73,774

地代家賃 2,272,383 2,077,423

減価償却費 496,306 487,298

その他 3,577,762 3,929,329

販売費及び一般管理費合計 12,435,878 13,549,164

営業利益又は営業損失（△） △196,889 975,265

営業外収益   

受取利息 16,022 16,312

仕入割引 512,118 621,189

負ののれん償却額 603,444 603,444

その他 89,639 55,876

営業外収益合計 1,221,224 1,296,823

営業外費用   

支払利息 100,276 101,552

社債利息 241 1,211

貸倒引当金繰入額 27,592 －

その他 12,420 43,428

営業外費用合計 140,530 146,193

経常利益 883,804 2,125,896

特別利益   

投資有価証券売却益 316 1,030

投資有価証券評価益 － 39,911

貸倒引当金戻入額 9,947 －

訴訟損失引当金戻入額 － 375,416

固定資産売却益 30,258 －

賃貸借解約補償金 － 9,300

子会社株式売却益 121,436 －

年金脱退損失引当金戻入益 126,750 －

その他 21,281 －

特別利益合計 309,989 425,658



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

特別損失   

固定資産除却損 134,742 51,260

投資有価証券売却損 667 14,266

投資有価証券評価損 14,127 －

たな卸資産評価損 163,167 －

減損損失 88,836 113,525

子会社株式売却損 － 22,271

補助金返還損 17,946 －

その他 35,769 45,356

特別損失合計 455,258 246,679

税金等調整前四半期純利益 738,535 2,304,874

法人税、住民税及び事業税 403,151 419,840

法人税等調整額 8,399 △93,395

法人税等合計 411,551 326,445

少数株主利益又は少数株主損失（△） △34,248 2,615

四半期純利益 361,232 1,975,814



（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 36,028,602 42,591,737

売上原価 29,445,255 34,228,660

売上総利益 6,583,347 8,363,077

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 1,000,244 1,673,746

貸倒引当金繰入額 961 －

給料手当及び賞与 2,010,166 2,104,756

賞与引当金繰入額 4,531 －

役員退職慰労引当金繰入額 1,118 1,010

退職給付引当金繰入額 29,206 34,852

地代家賃 1,182,053 1,082,004

減価償却費 241,876 264,096

その他 1,896,108 2,096,228

販売費及び一般管理費合計 6,366,267 7,256,695

営業利益 217,079 1,106,381

営業外収益   

受取利息 7,260 8,425

仕入割引 239,094 317,391

負ののれん償却額 301,722 301,722

その他 15,694 25,038

営業外収益合計 563,771 652,578

営業外費用   

支払利息 47,354 52,167

社債利息 136 1,151

貸倒引当金繰入額 27,592 －

その他 9,936 11,628

営業外費用合計 85,020 64,947

経常利益 695,830 1,694,012

特別利益   

投資有価証券売却益 － 79

貸倒引当金戻入額 5,032 2,474

固定資産売却益 30,258 －

賃貸借解約補償金 － 9,300

子会社株式売却益 121,436 －

年金脱退損失引当金戻入益 126,750 －

その他 18,602 －

特別利益合計 302,079 11,853



（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

特別損失   

固定資産除却損 79,851 27,265

投資有価証券売却損 667 5,205

投資有価証券評価損 107,384 35,838

たな卸資産評価損 163,167 －

減損損失 84,633 109,799

その他 35,161 14,810

特別損失合計 470,865 192,918

税金等調整前四半期純利益 527,044 1,512,948

法人税、住民税及び事業税 240,170 189,836

法人税等調整額 △23,774 △59,958

法人税等合計 216,396 129,877

少数株主利益又は少数株主損失（△） △19,776 2,049

四半期純利益 330,425 1,381,020



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 738,535 2,304,874

減価償却費 524,203 546,062

減損損失 88,836 113,525

のれん償却額 6,154 16,259

負ののれん償却額 △603,444 △603,444

退職給付引当金の増減額（△は減少） 29,611 57,933

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,225 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 17,664 173

ポイント引当金の増減額（△は減少） － 174,831

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） － △655,416

販売商品保証引当金の増減額（△は減少） 72,890 202,330

年金脱退損失引当金の増減額（△は減少） △126,750 －

受取利息及び受取配当金 △26,884 △22,744

支払利息 100,276 101,552

有形固定資産売却損益（△は益） △30,258 －

有形固定資産除却損 134,742 51,260

投資有価証券売却損益（△は益） 350 13,236

投資有価証券評価損益（△は益） 14,127 △39,911

子会社株式売却損益（△は益） △121,436 22,271

売上債権の増減額（△は増加） 2,466,113 1,880,814

たな卸資産の増減額（△は増加） 376,755 △1,926,222

仕入債務の増減額（△は減少） △2,517,754 △232,124

その他 161,832 71,198

小計 1,309,792 2,076,462

利息及び配当金の受取額 28,313 22,676

利息の支払額 △100,165 △104,651

法人税等の支払額 △618,893 △492,257

営業活動によるキャッシュ・フロー 619,047 1,502,230

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △13,084 △3,000

定期預金の払戻による収入 503,000 3,000

有価証券の償還による収入 100,000 30,000

有形固定資産の取得による支出 △737,170 △1,105,935

有形固定資産の売却による収入 99,750 －

無形固定資産の取得による支出 △19,532 △63,405

投資有価証券の取得による支出 － △41,175

投資有価証券の売却による収入 21,053 42,823

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入

△63,801 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

－ △7,566



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

敷金及び保証金の差入による支出 △239,740 △303,623

敷金及び保証金の償還による収入 109,841 90,139

貸付金の回収による収入 4,388 1,653

その他 13,319 820

投資活動によるキャッシュ・フロー △221,976 △1,356,268

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 360,000 △22,002

長期借入れによる収入 － 300,000

長期借入金の返済による支出 △20,700 △1,206,900

社債の発行による収入 － 1,000,000

社債の償還による支出 △10,000 △10,000

自己株式の取得による支出 △303,970 △261,561

配当金の支払額 △122,167 △175,234

その他 － 6

財務活動によるキャッシュ・フロー △96,837 △375,692

現金及び現金同等物に係る換算差額 10 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 300,243 △229,730

現金及び現金同等物の期首残高 2,588,274 5,014,685

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △9,205

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,888,518 4,775,749



 該当事項はありません。 

  

 前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

  「家電商品及び関連商品の販売並びにこれらの商品の工事、修理」の事業の売上高及び営業利益の金額は、

全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める割合が、いずれも90％であるため、記載を

省略しております。 

  

 当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  「家電商品及び関連商品の販売並びにこれらの商品の工事、修理」の事業の売上高及び営業利益の金額は、

全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める割合が、いずれも90％であるため、記載を

省略しております。  

  

  

 前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

 当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

  

 前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

  海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

 当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  海外売上高がないため、該当事項はありません。  

  

  

  当社は、当第２四半期連結累計期間において、平成21年４月21日開催の取締役会決議に基づき、176,742千

円の剰余金の配当を行っております。 

  また、平成21年５月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式446,800株を249,982千円で取得し、平成21

年９月15日開催の取締役会決議に基づき、自己株式13,500株を11,237千円で取得しております。 

  その結果、当第２四半期連結会計期間末において、利益剰余金が7,036,674千円、自己株式が534,723千円と

なっております。 

  

  

  

  該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

６．その他の情報
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